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１ 開門方法と検討内容 

① 排水門の概要 

 
 
 
 
 
 

○潮受堤防は約７ｋｍ、そのうち排水門が２ヶ所（２００ｍ、５０ｍ）

設けられ、調整池の水を諫早湾へ排水 

事 業 計 画 図

北部排水門（200m）

南部排水門

（50m） 

潮 受 堤 防 北 部 排 水 門

外海側 調整池側 
外海側 
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② 調整池の水位管理 
 

 
 
 
 
【排水門の操作】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○現在は、調整池水位を標高マイナス１．０ｍに管理することにより、

防災機能を発揮 

水門 

干潮時に水門を開く 

調整池は諫早大水害のような大雨も満潮の影響を受けず、

洪水を一時貯留する能力があります。 

水門 

満潮 

水門 

満潮 河川流入 

もしも、満潮時に大雨が降ったら 

干拓地 

いつもは海水の流入を防ぎながら水位を標高マイナス１．０ｍに保っています。 

調整池 

内部堤防 

潮受堤防 

海 

さらに、干潮時に貯留した水を安全に排水します。 

干潮 

EL-1.0m 
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③ 開門の方法と検討内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 常時開門 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 制限付き開門 

（調整池の水位を標高マイナス１.０～マイナス１.２ｍに管理して調査） 

 
 
 
 
 
 
 

○中・長期開門調査の影響と対策の整理に当たっては、 
 

①制約を設けない常時開門(高潮時を除く。以下「常時開門」という) 
②短期開門調査と同様の開門条件(以下「制限付き開門」という) 

 

の２つの開門方法を設定 
 

①海域・調整池の環境保全、②防災機能の確保、③施設の安全性確保、

④周辺の農業・漁業について検討 

調整池水位 

旧干拓地の 
既設堤防 

潮受堤防 

常時開門の場合の調整池の状況 

満潮時 

干潮時 

▽ EL.－1.05～1.99m 
背後地 

河川等からの流入

既存堤防 
潮受堤防 

制限付き開門の場合の調整池からの排水 

背後地 

旧干拓地の 
既設堤防 

河川等からの流入

調整池水位 
▽ EL.－1.0～－1.2m 

満潮時 

干潮時 
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２ 海域・調整池の環境保全 
 

（１） 洗掘された堆積物による海域への悪影響の回避 
 ①開門時の流速 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゲート近傍における最大流速（大潮時）          （単位：ｍ／ｓ） 
 流入時 流出時 

北部排水門 ５．７ ６．２ 
南部排水門 ５．９ ５．７ 

（参考）鳴門海峡の最大流速 ５．０ｍ／ｓ 

調整池水位，潮位図

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

0 4 8 12 16 20 24 28 32 36 40 44 48
時間（hr）

水
位

ゲート地点の流速

-8.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

0 4 8 12 16 20 24 28 32 36 40 44 48
時間（hr）

流
速

排水門通水量

-5,000

-3,000

-1,000

1,000

3,000

5,000

7,000

0 4 8 12 16 20 24 28 32 36 40 44 48
時間（hr）

流
量

流入 

流出 

流入 

流出 

外潮位 調整池水位 

北部排水門 南部排水門 

全通水量 北部排水門 南部排水門 

○ 常時開門する場合 
南北計２５０ｍの排水門から海水が出入りし、排水門近傍で局所的に大きな流速

が発生し、悪影響が想定 
○ 制限付き開門の場合 

速い流れを生じない 
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調整池へ流入時の流向・流速分布（常時開門時） 
 
 
 
 
 
 

大潮時に排水門を全開とした場合において、ゲート近傍の流速

が最大と思われる時点の流向・流速をベクトルで表したもの。 

内外水位差 １．６０ｍ 
（外潮位２．３５ｍ 調整池水位０．７５ｍ）
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外海へ流出時の流向・流速分布（常時開門時） 
 
 
 
 
 
 

内外水位差 １．５９ｍ 
（外潮位－０．４８ｍ 調整池水位１．１１ｍ）

大潮時に排水門を全開とした場合において、ゲート近傍の流速

が最大と思われる時点の流向・流速をベクトルで表したもの。 
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② 底泥の分布状況 
 

 

 

 

 
 
 
 
○ 調整地内のガタ土等の流れに対する移動性 
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圧密過程を経た
安定したガタ土

乱したガタ土

浮泥の綿毛化層

水中に浮いた粘土鉱物
(浮泥)

区　　分 流れに対する移動性

流れのまま移動

わずかな風波・流れによ
り移動

１．２～１．６m/s程度

２．０m/s程度

巻き上げ巻き上げ

洗掘許容流速
１．６m/s程度

(粘着力の低いガタ土)

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 底泥は浮泥の綿毛化層、乱したガタ土、圧密過程を経た安定した
ガタ土、で構成 

○ 底泥の洗掘許容流速は１．６ｍ／ｓ程度となっており、これを越
えると巻き上げ・洗掘が発生 

底泥 
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③ 底泥の巻き上げによる濁りの拡散 

 
 
 
 
 
 
 

       

 
 
 
 

       
 
 
 
 

     

○ シミュレーションによると、常時開門すれば排水門近傍で局所的に 
 

速い流れが発生、巻き上げられた底泥は諫早湾内に拡散 

① 排水門全開後 ３時間（満潮時） ② 排水門全開後 ９時間 （干潮時）

③ 排水門全開後 １６時間（満潮時） ④ 排水門全開後 ２３時間（干潮時）

⑤ 排水門全開後 ４２時間 （満潮時） ⑥ 排水門全開後 ６０時間 （干潮時）

浮遊物質量
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④洗掘の恐れがある範囲 
 
 
 
 
【北部排水門付近】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【南部排水門付近】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（単位：10cm/s） 

1,000ｍ 500ｍ 0 

○常時開門すると、調整池へ流入する際に、洗掘の恐れがある範囲（流

速１.６ｍ／ｓ以上）が調整池側で広がる 

大潮時に排水門を全開とした場合の流入時における流速の最大値 

１.６ｍ／ｓ以上の範囲 

潮

受

堤

防

北部排水門 

潮

受

堤

防

南部排水門 

護床工の範囲 

１.６ｍ／ｓ以上の範囲 護床工の範囲 
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【北部排水門付近】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【南部排水門付近】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（単位：10cm/s） 

1,000ｍ 500ｍ 0 

○常時開門すると、調整池から海域へ流出する際に、洗掘の恐れがあ

る範囲（流速１.６ｍ／ｓ以上）が海域側で広がる 

大潮時に排水門を全開とした場合の流出時における流速の最大値 

１.６ｍ／ｓ以上の範囲 
北部排水門 

護床工の範囲 

潮

受

堤

防

潮

受

堤

防

１.６ｍ／ｓ以上の範囲 

南部排水門 
護床工の範囲 
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⑤洗掘対策 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

調整池側 海　域　側

掘削後に捨石工 護床工補強 掘削後に捨石工

厚さ＝1.0ｍ　　　　　　　　捨石工
既設

護床工
基礎
部

既設
護床工

【調整池側（流入時）】 【海域側（流出時）】 

○ 常時開門によって洗掘が発生する恐れのあるゲート近傍について、施

工に必要な部分の底泥を浚渫した上で捨石工を実施するとともに、護

床工を補強 
 
○ なお、調整池内の浮泥除去が必要となるが、全てを除去することは出

来ず、再び流入することから今回の対策から除外 
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（２）調整池内の水棲生物等の保護 

 

 
 
 
 
 
 
 
【短期開門調査の例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

魚類の採捕及び放流状況 

採補：本明川河口、長田桟橋（5 月 2 日） 採補：二反田川河口（5 月 4 日） 

採補：釜の鼻西樋門前（5 月 4 日） 放流先：中央干拓地の中央幹線排水路（5 月 6 日） 

○常時開門の場合、制限付き開門の場合ともに実施 

・調査の実施により、調整池が淡水から塩水へ変わり、調査実施後、再

び淡水化することから、調整池内の水棲生物の保護が必要 
・このため、海水導入前に淡水性生物を保護し、調査終了後、海水生成

物を保護するとともに淡水性生物を放流 
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○短期開門調査時に生じた影響 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海域における魚類の斃死状況（コイ、メナダ等） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調整池におけるドブガイの斃死状況 
 

  

 

打上げられたドブガイ（A23 地点,５月８日） 回収したドブガイ（５月６日） 
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３ 防災機能の確保 

（１）現状 

  ①既設堤防周辺の現状 
 

 

 

 

 

 

 

背後地の状況と潮遊池の役割（上から見たもの）

 
注1) 既設堤防より陸側の範囲を背後地という。 
注2) 農地からの排水及び既設堤防からの浸透水を一時的に貯水する池を潮遊池という。 
注3) 潮遊池に通ずる用排兼用水路では、堰上げや簡易ポンプにより水路の水を農業用水として使用している。 

 
 
 

 
 
 

○ 潮受堤防設置以降は、潮受堤防の締切りによって既設樋門前面の旧海
域が淡水化し、同時に潮遊池も淡水化したことから、潮受堤防設置以
前の塩水浸入防止策は不要 

○ また、調整池水位を、背後地の農地よりも低い常時マイナス１．０ｍ
に管理することによって、常時の自然排水が容易 
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②背後地の地盤高 
 
 
 
 
 
○標高別の農地面積と住宅等の分布状況 

       標 高 

区 分 

単 

位 

-0.5m 

未満 

-0.5m～

0.0m まで 

0.0m～

0.5m まで 

0.5m～

1.0m まで 

1.0m～

1.5m まで 

1.5m～

2.0m まで 

2.0m～

2.5m まで 

農地面積 

累計 
ha 

30 

30 

300 

330 

460 

790 

550 

1,340 

380 

1,720 

200 

1,920 

140 

2,060 

住宅等 

累計 
戸 

0 

0 

1 

1 

8 

9 

65 

74 

122 

196 

139 

335 

464 

799 

 注）第２回変更時点       
住宅等とは住宅及び公共施設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 調整池の背後地はかつて干拓された土地で、排水門を開けた場合に生じ

る調整池の最高水位標高（常時開門の場合）であるプラス２．５ｍ以下

の農地は約 2,000ha、住宅等は約 800 戸 

標高別土地利用状況図 

EL+1.5～-1.4m 

EL+2.0～+1.4m 
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③調整池水位の管理状況と背後地の湛水 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 平成１０年、１２年及び１４年については、大きな湛水は発生していません。 

○ 平成９年４月の潮受堤防の締切り以降、調整池水位が標高マイナス

約０．５ｍ以上に上昇したときには、背後地に湛水が発生 
 

平成９年

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

-1250

-1000

-750

-500

-250

0

250

調
整

池
日

最
大

水
位

(ｍ
)

日
雨

量
(m

m
/
day)

５月１３～１４日：湛水面積 157ha 

６月２７～２８日：湛水面積 98ha 
８月１２日：湛水面積 560ha 

１１月２５～２６日：湛水面積 113ha 

平成１１年

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

-1250

-1000

-750

-500

-250

0

250

調
整

池
日

最
大

水
位

(ｍ
)

日
雨

量
(m

m
/
day)

６月２４～２５日：湛水面積 50ha 

７月２３日：湛水面積 435ha 

９月２３～２４日：湛水面積 73ha 

９月１０～１１日：湛水面積 1,159ha 
８月２６～２８日：湛水面積 22ha 

７月６～１２日：湛水面積 1,200ha 

平成１３年

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

-1250

-1000

-750

-500

-250

0

250

調
整

池
日

最
大

水
位

(ｍ
)

日
雨

量
(m

m
/
day)

７月１１～１２日：湛水面積 1,131ha 
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（２）対策工 

①背後地排水対策  

  （平常時の対策） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

影響と対策の模式図 

常時開門の場合

 

・既設樋門（主ゲート、フラップゲート）、既設堤防

の老朽化による塩水侵入。 
・調整池水位の上昇に伴う常時排水の不良。 

・塩水侵入に対する対策工として、主ゲート、フラ

ップゲート及び既設堤防を補修。 
・常時排水不良の対策として排水ポンプを設置。 

制限付き開門の場合 

 

・既設樋門（主ゲート、フラップゲート）の老朽化

による塩水侵入。 
・樋門閉鎖による常時排水の不良。 

・塩水侵入に対する対策工として、主ゲート、フラ

ップゲートを補修。 
・常時排水不良の対策として排水ポンプを設置。 

○常時開門の場合 

調整池水位に干満が生じることにより、背後低平地の排水は常時自然排水（

２４時間自然排水）から１日０～２回の排水（約１回当たり２～３時間）とな

ることによる排水不良に対する対策として排水ポンプを設置 

・必要ポンプ排水量は、平常時で１１.４m3/s 

○制限付き開門の場合 

調整池が塩水化することによる潮遊池への塩水浸入対策として、樋門を補修す

るとともに、平常時は閉塞することとし、それに伴い発生する排水不良に対する

対策として排水ポンプを設置 

・必要ポンプ排水量は、平常時で１１.４m3/s 
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（洪水時の対策） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
流況解析結果（昭和 32 年 7 月 25 日 9：00～26 日 9:00） 

 

調整池水位，潮位図
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○常時開門の場合 

調整池水位に干満が生じることにより、降雨時には調整池水位を標高マイナス

１．０ｍに管理する場合と比較して排水不良となり、湛水被害が発生する可能性

があることから、排水影響相当分を排除するための対策として洪水用ポンプを設

置 

・必要ポンプ排水量は、洪水時で１５５m3/s 

○制限付き開門の場合 

洪水時の排水は現況と同様であり、対策なし 

●計算条件 

 ・排水門管理： 常時全開（高潮時には通常管理） 

 ・潮位条件 ： 朔望平均干満潮位 

 ・降雨条件 ： 諫早水害（S32.7） 

 ・背後低平地： 調整池流域を１４水系に分割して配分。 

＿＿は洪水時に洪水用ポンプで排水を行う必要のある水位 
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影響と対策の模式図 

常時開門の場合

 

・既設樋門（主ゲート、フラップゲート）、既設堤防

の老朽化による塩水侵入。 
・調整池水位の上昇に伴う洪水時の排水不良。 

・塩水侵入に対する対策工として、主ゲート、フラ

ップゲート及び既設堤防を改修。 
・ 常時排水不良の対策として排水ポンプを設置。 
・ 洪水時の排水不良対策として、洪水用ポンプを設

置。 
 

制限付き開門の場合 

 

・既設樋門（主ゲート、フラップゲート）、既設堤防

の老朽化による塩水侵入。 
・調整池水位の上昇に伴う洪水時の排水不良。 

・塩水侵入に対する対策工として、主ゲート、フラ

ップゲート及び既設堤防を改修。 
・常時排水不良の対策として排水ポンプを設置。 
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②排水ポンプ計画位置図 

 

 

 

 

排水ポンプ計画位置図 

 

 

○背後地の排水対策として、下図の位置に排水ポンプを設置 
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③樋門の対策工について 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制水ゲート   フラップゲート 

○ 排水樋門を通じて調整池の水（塩水）が、潮遊池に侵入し塩害を及ぼす

ことのないよう、老朽化している制水ゲートやフラップゲートを補修 
 

制水ゲート扉体の劣化状況

戸当りの劣化状況

水密ゴムの劣化状況

フラップゲート扉体の劣化状況 

戸当りの劣化状況 

水密ゴムの劣化状況 

巻上機の劣化状況 

潮遊池
調整池 
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④堤防の補修 

 

 

堤防対策工位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既設堤防の状況 

  

擁壁クラック 空隙化 

 

○ 調整池の塩水化及び調整池の水位上昇に伴いクラック等からの浸透や

漏水に対する対策工を実施 
 

＿＿：海岸堤防対策工範囲 
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①排水門ゲートへの影響 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 常時開門の場合 
常時開門の場合は全開にしており流速による影響なし 

 
○ 制限付き開門の場合 

排水門ゲートは、調整池からの排水用として制作設置されたもので

あり、海水導入は想定外 
このため、海水導入時には構造上ゲート下で渦巻き流等が発生し、

ゲートが振動する事が想定 

海 域

調整池

流れの方向 

海 域

調整池

流れの方向 
渦巻き流の発生 

【 排 水 時 】 【海水導入時】

渦巻き流の発生 

排水門ゲート 

４ 施設の安全性確保 

ゲートの振動 
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②ゲートの安全性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○短期開門調査では、期間が短いため振動計を設置し、監視しながら対応

したが、中・長期調査による長期使用においては以下の振動による影響

があるため、排水門ゲートの改造を想定 
 
振動による影響例 
・ ゲート本体や主ローラ等の疲労、破損 
・ 戸当たり面の変形や損傷あるいは破損 
・ 開閉装置やワイヤーロープの損傷や破損 
・ コンクリート柱の破損 等 

 
○なお、調査手法等によっては対策が不要な場合もある 

調整池側 

排水門ゲート改造 

海域側 

排水門ゲート 

北部排水門 ６門 
南部排水門 ２門 

（海域側） （調整池側） （海域側） （調整池側）

【改造前】 【改造後】 

排水門ゲートの改造 
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５ 周辺農業・漁業への配慮 

①農業用水の確保 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○調整池への海水導入により、干拓地及び背後地にかんがいするため新

たな水源を確保する必要 
 

○しかしながら、周辺は急峻な地形であるこから新たに水源を求めるよう

な適地がみあたらず、水需要が逼迫している諫早湾周辺では困難 
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②潮風害の対策 

 

 

 

 

防風ネット設置位置図 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防風ネット構造図 

 

○ 調整池が塩水化することにより、塩分飛散による潮風害が発生する恐れ

があることから、飛散防止対策として防風ネットを設置 
 

＿＿：海岸堤防対策工の対象範囲 



＜　参　考　＞

制限を設けない常時開門の場合
（高潮時を除く）

短期開門調査と同様の開門条件の場合

海域・調整池の環境
保全

○洗掘された堆積物により海域
　環境に悪影響を与える

○ 水棲生物が環境に適応できずに
　斃死する事による調整池や海域
　環境への悪影響を与える

・調整池内の浮泥除去が必要となるが、全てを除去することはできず、再
度流入することが想定されるため対策から除外

・海水導入によって洗掘が発生する恐れのある部分について、施工に必
要な部分の底泥を浚渫した上で捨石工（１４５万㎡）を実施するとともに、
既設護床工（４．２万㎡）の補強を行う

・海水導入前に調整池内の淡水性生物の保護、調査終了時に海水性生
物の保護・放流、淡水性生物の放流
（参考）短期開門調査結果では、淡水魚の採捕放流（0.55ｔ(1265尾)）、水
棲生物の斃死（魚類8.8ｔ（約2万尾）貝類0.8ｔ（約1万個））

・工期　　３年程度
・費用　　4２３億円程度
　（内訳　捨石工（底泥浚渫含む）：４０５億円、護床工：１７億円、生物保護：１億円　）

・同左

・速い流れを生じない開門方法のため、必要なし

・同左

防災機能の確保

○調整池の塩水化や水位上昇に伴
　い背後地の防災機能に悪影響が
　生じる

・調整池の水位上昇に対応する常時と洪水排水のため、排水ポンプの設
置と運転（１４施設、必要排水量　１５５ｍ3/ｓ）

・降雨時の排水機能の確保と塩水の浸入防止のため、既設樋門を補修
（既設１４樋門の主ゲート、フラップゲート等を本格的に補修）

・クラック等が生じている１０２ヶ所の既設堤防の補修

・これら以外に上述した浮泥除去とともに、底泥などの堆積による河口・樋
門閉塞防止対策が必要

・工期　　３年程度
・費用　　２０２億円程度
　（内訳　ポンプ（常時・洪水）：２００億円、樋門補修：２億円、　堤防補修：０．２億円）

・常時排水のため、排水ポンプの設置と運転
（１４施設、必要排水量　１１ｍ3/ｓ）

・降雨時の排水機能の確保と塩水の浸入防止のため、既設樋門を補修（既
設１４樋門の主ゲート、フラップゲート等を本格的に補修）

・クラック等が生じている７８ヶ所の既設堤防の補修

・同左

・工期　　数ヶ月
・費用　　１３億円程度
　（内訳　仮設ポンプ：１１億円、樋門補修：２億円、堤防補修０．１億円）

施設の安全性確保

○流速が大きくなること等により潮
　受堤防の安全性が損なわれる

○施設構造が海水導入を想定して
　いないため排水門ゲートの安全
　性が損なわれる

・洗掘対策に含まれる既設護床工の補強が施設の安全性確保のために
も必要

・ゲートを全開とするため流速に影響されないことから不要

・速い流れを生じない開門方法のため、必要なし

・ゲートの構造が、海水導入による流れを想定したものとなっていないため、
改造が必要
（なお、調査方法・期間によってはゲート構造の変更が不要になる可能性が
ある）

・期間　　２年程度
・費用　　５０億円程度
　（内訳　ゲート改修：５０億円）

○農地に必要な水源がなくなる ・干拓地や背後地に必要な水源の確保が必要であるが、新たに水源を求
めるような適地がみあたらない

・同左

○潮風害及び流速が大きくなること
　による農業・漁業活動への影響

・塩分飛散による潮風害対策として、既設海岸堤防沿い約２２ｋｍに防風
ネット（Ｈ＝２ｍ）を設置

・漁船等の近接防止のため侵入防止ブイ等を設置

・期間　　１年程度
・費用　　６億円程度
（内訳　防風ネット：５億円、侵入防止ブイ等：０．６億円）

・同左

・速い流れを生じない開門方法のため必要なし

・期間　　１年程度
・費用　　５億円程度
　（内訳　防風ネット：５億円）

影響

対策

周辺の農業・漁業へ
の配慮

項目
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